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今
此
處
に
と
り
土
げ
ょ
ぅ
と
せ
る
配
給
能
率
の
問
題
が
、

.配
給
理
論
0
士
.に
お
い
.て
：、
：獨
立
の
研
究
課
題
と
し
て
そ
ゆ
地
位
を
確
立
す

冬
に
至
づ
た
の
は
此
較
的
新
ら
し
へ
い
こ
と
で
あ
を
テ
配
給
理
論
の
誕

^

^

の
問
題
が
金
く
薄
慮
せ
ら
れ
る
こ
と
，が
な
か
っ
た
ど
い
.
5
の〕

で
.は
な
ぐ
、.
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^

ろ
或
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そ
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そ
の
も
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わ
な
け
れ
ばI

な
い
。.
し
が
|

1

を
赞
|

ら

倉
識
さ
_れ
、.：配
給
理
論
家
の
間
に
議
論
の
焦
點
と
し
て
始
め
ザ
.
取
の
上
げ
ら
れ
を
に
至
つ
た
の
が
令
.次
大
戰
後
に
お
い
て
'で
あ
っ
た
と
い

:

配
給
理
論
の
抑
々
の
成
泣
を
考
ぇ
て
み
.る
に
ノ
そ
れ
は
：ア
メ.リ
'
ヵ
資
本
主
義,

お
け
る
自
由
經
濟
か
ら
獨
占1

ぇ
の
講
造
的
變
化
を 

.

.

.そ
の
時
代
：
f

景
と
；k

#

界

恐

慌

、
に

も

i

づ
く
：販
賣.
0 .
#

滯
：を
そ
の
直
接
的
契
機
ネ'し
：て
展
開
せ
ら
れ
て
於
た
も
：の
で
あ
り
、

.

從
來
殆
.

ん
ど
か
ぇ
0;
み
ら
れ
る
こ
と
，の
な
か
っ
た
流
通
過
程
み
至
配
給
機
構
に
對
す
る
批
钊
的
分
析
が
と

.り
上
げ
ら
れ
た
と
と
に
此
の
.學
問
の
誕
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生
が
み
ら
れ
た.の
：で
あ'
る
。
が
か
る
配
給
理
論
：の
.發
生
事
情
か
ら.も
容
易
は
想
像
し
ぅ
る
如
く
、.そ
'
の
當
然
の
儒
結
と
し
て
.配
給
費
用
の 

威
少
と
販
竇
技
術
の
改
善
と
が
、

V

神
の
拿
間
分
野
に
お
げ
る
主
要.な
硏
贫
課
題
と
し
て
、
.

そ
の
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立
頭
初
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常
に
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に
此
の
間
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硏
究
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く
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今
.
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ま
で
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主
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し
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あ
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¥
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測
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可
能
な
も
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一

切
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」

れ
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じ
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不
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可
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擾
^

來
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で
あ
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が
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も
そ
れ
ら.は
自
由
な
市
場
に
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じ
め
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可
能
な.こ
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で
あ
つ
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。
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に
お
け
る
消
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.の
優
位 

,.

を
確
立
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も
の
も
自
由
だ
市
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そ
れ
が
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刺
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な
ら
ず
、
艾
當
面
の
吾
々
の
目
的
に
と
つ
て
も
さ
し
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
吾
々
が
今
問
題
と
し
て
ぃ
る
の
太
、
資
卞 

主
義
の
ァ
メ̂

'

力
的
社
會
と
い
う
一
定
の
場
所
的
制
限
を
も
ち
、
そ
の
現
段
階
と
い
う
時
間
的
限
定
を
も
ク
た
配
給
の
能
率
に
外
な
ら
な 

い
。
そ
こ
で
か
か
る
制
約
の
下
に
配
給
の
職
能
を
問
題
と
す
る
限
り
、
そ
の
內
容
は
右
に
み
ら
れ
た
如
き
靜
態
的
.
•
平
面
的
® '

能
に
、
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；こ
れ
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超
え
る
何
物
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が
附
加
せ
ら
れ
な
け
れ
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な
ら
な
ぃ
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.て
ゆ
く
生
活
水
準
え
と
實
質
时
向
上
を
續
.
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猶
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を
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此
の
指
導
力
と
.し
て
の
配
給
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面
を
.指
摘
す
る
と
共
に
、
消
費
坐
活
の
動
態
化
を
促
進
す
る
も
：の
t
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し
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給
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が
自
由
企
業
社
會
に
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お
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い

て

社

會

の

，福

祉

に

貢

献

^

5
る
の

$

そ
れ
ち
資
源
の
刹
用
が
市
場
がM

値

あ

る

も

の

：
と

認

め

る

如 

き

生

隹

物

名

な

：つ
：

.

て

結

果

！

る

場

合

；に
お
い
：
て

で

あ

る

'

而
^

て

が

か

結

果

は

吹

め

如

き

こ
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の
事
情
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下
に
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い
て
生
ず
る
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充
u

i
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さ

も
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财
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乃
_
沪
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#
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充
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う
ゐ
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含
欲
望
を
谱
费
卷
は
潜
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.簾

っ

^
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_光
る
.場
含
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お
い
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で
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卽
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配
給
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す
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需
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し̂
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ず
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/
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哲
學
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造
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深
き
廣
吿
理
論
家
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ン
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氏
は
そ
.の
著
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旧
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中

で

、
野
蠻
入
に
對
す
る
文
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.人
の
優
越
^
は
S
:
:
:
:

野
鐵
人
'0
:
舊
守
生
義
に
對
'1
>變
北
の
^

を̂
高
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評
儐
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る
次
明
；人

:©
谶
度
の
审
に
こ
そ
存
す
.る
と
注
目
す
べ
き
見
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を
の
：.ベ
セ
い
る
が
、
舊
守
主
義
：は
ア
ル
コ
I
ル
の
机
く
掌
々
：と

'1
.た
凡
バ
で
の
：も
の
'を
露
山
、
^
.べ
'て
の
も
の
を
死
め
1

に
放
置
す
る
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以
外
の
も
の
で
は
な
い
。
此
の
點
亿
お
い
て
、
配
給
は
身
分
制
度
を
中
#
と
す
る
固
定
的
社
會
亿
住
み
な
れ
た
野
蠻
人
の
目
を
お
ど
ろ
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さ
ず
に
は
お
か
な
い
よ
う
な
大
き
な
變
化
を
相
次
い
で
展
開
せ
し
め
て
き
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
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お
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ろ
く
べ
き
力
を
ふ
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る
つ
て
き
た
と
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も
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な
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ろ
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、
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カ
の
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の
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.
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蜇
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。
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. 

.

配
給
に
扣
け
る
能
率
測
定
の
問
題
點 

四

一

(

一
〇
0
力)



三H

學
食
雜
誌
，
第
四
十
六
卷
■
第
十
二
挪_

 

四
ニ 

一
〇)

う
か
。
今
此
處
で
は
こ
れ
を「

坐

活

の

向

上

」

と
結
び
つ
け
て
考
え
て
來
た
の
で
あ
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^
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^
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'
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^
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す
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。
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滿
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と
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滿
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滿
足
す
る
こ
と
で
あ
る
と
說
か
れ
て
來
た
，の
で
あ
り
、
か
か
る
哲
學
の
下
に
お
い
て
は
、
：配
給
も
そ
：.の
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翁
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茲
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る
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率
の
測
定
配
給
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率
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免
の
手
段
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從
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廣
く
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れ
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來
た
方
法
は
、.
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鞒
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受
取
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と
消
毀
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の
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拂
う
價
格
と
の
開
き
、
帥
ち
配
給
費
の
大
い
さ
を
も
っ
て
し
ょ
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う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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方 

法
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一
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定
配
給
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ら
れ
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。
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れ
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猶
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叉
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激
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あ
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ら
れ
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あ
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萸
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ア
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れ
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。
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ア
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述
‘た
如
く
消
費
救
が
そ
の
財
.貨
.の
利
用
か
ら
受
け
と
つ
■た
滿
足
に
他
な
ら
な
い
が
、
此 

め
' ®

足
を
量
的
に
把
握
す
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滿
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あ
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つ
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ず
今
日
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配
給
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率
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標
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最
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に
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せ
ら
れ
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た
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そ
ら
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簡
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な
方
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と
い
う
極
办
て
單
純
な
理
由
に
よ
る
の
：で
あ
ろ
.う
。
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れ
る
が
、
吾
々
が
か
か
る
資
料
に
接
し
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合
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特
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注
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デ
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を

と
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ら
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イ
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異
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叉
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ょ
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.
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す
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菩
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す
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き
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貨
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献
間
と：

努
力
の
犠
牲
で
筘
る
：'
か

^

の

式

办

分

チ

に

お
け
_る
/]
>
賣

店の
販
寶
單
位
#

■ 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

* 

.

.

. 

■ 

.

.. 

'

は
、
消
赀
教
が
配
給
か
ら
う
け
と
る
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
唯
一
の
尺
度
と
し
て
考
え
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
•此
の
數
字
'は

、
：
特

に

.
最

近

の

ア

メ 

リ
カ
に
お
い
て
年
々
上
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た
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範
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れ
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。
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す
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藥
品
乃
至
タ
バ
コ
の
如
き
財
貨
の
購
入
は
極

.

:め
て
殷
時
阱
を
|

^

る
に
|

な
い
0

コ
モ
ン
；ズ
敎
授
は
前
者
の
.取
引
をs

tr
a

te
g

ic
.

沣
3
^

與|

8

と
呼
び
ア
：ル
ダ
ー
ス
ン
氏
は
こ
れ 

を

f
&

y

 

n
e

g
o

tia
te

d

け
3
§

设&

§

8
と
名
付
け

.

て
い
る
が
、

'

か
か

.

る
取
、弓
に
對
し
て
後
者
の
^

れ
は
.

日
常
的
取
弓
^

§
 

n
s

a
c

t
i

l
〉

と
も
乎
ば
る
べ
き
も
の
で
あ
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取
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取
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れ
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塑
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す
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る
な
ら
ば
‘
^

ぉ
そ
ら
ぐ
彼
味
ょ
り
勹
低
&
-
の
配

.

サ
ー
ヴ
ィ

.ス
の
- «

入

を

節

約

す

石

、こ

と

^

^

つ
て
、
彼
が
蒙
ら
な
け
^

は
^

ら
众
い
犧
牲
が
、へ.そ
.の
節
約
が
彼
^

そ
の
.取

.#
を

約

束

す

る
 

{&
.:

の
» .

貨
於
提
供
す
か
滿
足
^

ょ〗

つ
て
十
分
償
わ
れ
>

差

^-

ぼ
、
へ
彼
は
ょ
り
少
な
い
食
1

; «
ィ
4
^

? >
'
■

■

で
•

あ
ろ
う
。
：.

か
べ
て

.

觀

姐

織

©
提
供
す
る
サ
：丨
；ザ
ィ
ス
鑛
た
と

•

寒

々

.；
の
求
.め
■

暴

を

決

定

す

る

大

富

霞

で

あ
る
と
し 

■

セ

も

、
广
そ
こ

，：

に

こ

れ

汐

ぢ

周

.1

視
.

し
え
な
い
事
情
の
な
：お
存
寸
る
亡
と
を
無
靦
す
る
吹
は
珀̂

:

认
上
：の
.歛

述

ば

、
：
配

給
'0
社
會
时
產
出
量
.の
：尺
度
め
確
定
が
如
何
^ -

囷
難
な
'%
の
で
あ
る
が 

分
f

芬

い

て

_

ハ

投

入

量

の

尺

度

：の

.抓
贫
'に
..比
し
て
產
出
量
“の
侧
に
お
げ
る
そ
れ
が
殆
ん
：ど
み
る
べ
き
進
歩
^

示 

ニ|

あ
を
。
通
f

ら
れ
る
方
法
、
i l
l
-
ち
對
像
と
せ
ら
れ
た
乂
業
集
團
光
ょ
り
^

附
加
せ
も
れ
た
惙
値
^

を
も
つ
て
產
出
量
を
把
^
^
ょ 

• '
.う
と
す
る
方
法
も
、：.
緖
見
、
• .「

本
質
的
滿
^ -

ぞ
測
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、.
そ
れ
は

',
^

..
0

產
出
物
に
購
入
菩
^
^
^
^

に
.す
ぎ
な
い
^-

の
.._で
あ
る
。
1 .

か
％

「

附
加
せ
ら
れ
だ
潰
値一 .

(

此
の
場
合
は
.庫
出
.量〉

と
い
$

::
%
.「

費
謂」

'(

卽
ち
投
入
量)

.：と
い
う
も
所
訟 

% :

れ
^ ,
-
は
同
1
.

物
の
別
名
に
外
な
ら
ず
、̂
利
_

も
當
然
費
用
の
，ー
部
と
考
え
ら
る
べ
き
i

の
で
^

る
限
力
、そ
の
割
合
は
常
に
一
で
^
'
り
、 

ぞ
れ
が
吾
夕
の
自
的
に
と
づ
^

何
等
で
意
味
お
も
持
ち
え
な
い
と
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
.
:
.

,

ベ
. 

V
.  

:

■

.

.'
■

少
く
と
も
消
费
者
が
中
心
^

組
ん
た
て
ら
れ
た
經
濟
に
お
い
て
；は
、
：：配
給
の
產
出
量
の
眞
の
侧
定
は
、
^

人
.の
滿
足
の
;«

の

尺

度

.の

發 

.
見
を
一
ま
つ
て
は
じ
め
：ズ
可
能
^

な
る
と
言
お
ね
ば
な
ら
が
い
。

-.
.
し
か
し
か
か
る
滿
足
の
尺
度
は
> 
.將
等
は
.>
も
か
く
現
在
ま
で
で
は
、
' 
社

.:
■

民
窟
の
黑
人
.か
•叉

は

イ

ー

ス

シ

の

農

.民
程
ょ
.く
滿
厄
せ
し
め
ら
れ
；て
い
る
も
办
嗽
他
に
見
出
し
え
な
ヤ
ヤ
あ
ろ
う
し
、
も
し
自
動
車
や
テ
レ 

ビ
ジ
ョ
ン
の
所
有
が
そ
の
基i-

で
あ
る
な
ら
ば
ア
メ
リ
カ
の
國
民
程
滿
さ
れ
た
者
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

.
_
u

* t

一
 

方
假
に
匿
が
そ
の
尺 

度
で
あ
る
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
人
は
亦
他
の
國
民
ょ
り
は
る
か
に
下
位
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
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給
に
於
け
る
能
來
測
定
の
問
i

 

五

九
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â:
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::
-か
<
の
妞
響
^

_
纖
雜
足
着
_
笼
ザ
备
答
獄
的
茂
«
は
何
,

「

現
在
の
具
體
的
闫
的
が
達
成
せ
し
め
，ら
れ
.る
能
率
の
增
邡
に
そ
の
精
力
を
糜
中
す
る
こ
ね」

以
上
に
出
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
た
し
か 

:
:で
ぷ
る
6
:
«實
從
來
：§:硏
统
*
お)

い
^
も
'
基

：配

給

組

饊

办
^̂

成

す
る
® -

々
の
要
素
，の
能
率
测
定
が
は
る
か
に
火
き
な
此
重
を
占
め
で
い
た
と
言
つ
た
方
が
ょ
，り
汜
し
い
で
あ
ろ
ぅ
。
し
か
し
こ
れ
ら
.の 

努

カ
%-
'
-
凡

べて
實
現
.せ
：ち
.れ
取
.

「

消
費
藤
滿
足j;

を

把

撞

：，せ
ん

i

す

#̂

今
の
.
究

極の
自
的
に
向

つ
て
な
さ
れ
た
そ
の
第j

步
的
接
近
.で
.
 

あ
つ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
 

>

此
の
稿
を
結
ぶ
に
當
つ
て
最
後
に
一
言
附
加
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
能
率
槪
念
の
も
つ
制
限
に
つ
い
て
で
あ
る
。
た
し
か
に
能
率
概 

.
^
に
も
^
つ
.く
^

入
量
と
產
出
量
の
1|

合
ば
、,.1

..

定
.の
.條
#
の
.下
に
お
.け
^
能
率
が
.：何
.で
あ
る
..か
.を
期
ら
か
に
.は
.す
る
で
.あ
.ろ
ぅ
が
、
' 
し 

か
し
そ
の
條

件

(

郎
ち
役
入
最
と
產
出
最)

が
如
何
な
る
火
い
さ
の
も
の
で
あ
る
べ
れ
か
に
つ
い
て
は
何
等
語
る
も
の
‘で
は
な
い
。
ラ
ン
デ 

イ
敎
授
は
、
彼
の
論
文
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S
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の
中
で
、.
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は

.
|
ル
四
六
年
.に
.關
す
る
限
り
、
.必
’要
と
ざ
れ
^
•.ス
タ
ン
ド
三
基
を
も
つ
給
油
所
の
數 

は
！

一,

プ0

六
年
.力
ら
四
四
0

.离

の

照

で

あ
.^
と
計
算
し
.て
い
る
タ
此
の
數
の
'開
き
.は
.、
パ
要
^ -

せ
ら
れ
る
サ
ー
ヴ
ィ
.

K

量
の
相
違
に
相
應
ず

■
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、
.
'

(

註
六-

〕
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'
.
:
'

■,
■
.
.
: 

•

る
も
の
で
あ
る
こ
.''ど
は
匆
論
で
あ
る
が
、：
投
入
量
丨
產
出
量
の
.割
合
は
、
-

定
.の
條
件X

卽
ち
：提
供
さ
ダ
べ
.き
サ
ーV

ィ
ス
量)

に
相
應
ず
る
. 

た
め
に
.必
要
な
給
油
所
の
數
を
言
5

こ
と
は
出
來
え
て
も
、，
と
，り
上
げ
ら
る
べ
き
條
件
そ
の
も
の
を
選
擇
す
る
こ
と
は
出
來
な
い
と

.}

K

わ 

ね
ば
な
ら
ぬ 
0 
'

.

?

ス
.
.-

ノ

ッ

.

此
の
間
題
の
抑
々
の
誕
生
が
、-
配
給
^

は
高
き
に
過
ぎ
る
と
の
非
難
と
、
こ
れ
を
芷
當
.な

%>
,
の
'と
し
.て
生
張
ず
る
擁
護
論
：の
衝
突
に
一

部
は
'そ
.の
端
を
發
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
S
.

此
：の
論
爭
の
解
.決
，に
は
客
觀
的
に
.右
の
條
件
が
導
か
れ
る
七
と
の
必
要
は
極
め
て 

4
:
で
で
あ
る
。
|2
'
'馨
を
め
ず
る
見
解
の
不
—
致
の
多
く
は
、
'た
：と
え
赘
料
の
誤
り
が
あ
つ
た
と
^

が
惡
で
あ
一
る
が
何
が
美
で
何
が
醜
で
.
あ

る

か

.：
と

い

5

、.
'社
會
又
政
人
生
の
肩
的
'に
か
分
：̂

る
、
'
い
わ
ば
最
終
的
懷
値
に
か
か
わ
る
問
題
が
：
 

^

も
ら̂

た
;-

と〉

^ '

々
く
い
ち
が
つ_
た
目
的
を
も
9

.
5

0
し
が
し
た
と
え
能
率
：の
*

的
測
定
の
方
法
：が
見
解
め
不
.
一
致
■

野
を
せ
：城
め
.る
に
役
立
つ
A

し
て
も
、
.そ
れ
が
導
か
る
ベ
き
條
件 

.そ
の
も
の
、を
容
觀
的
な
立
場
ね
お
い
て
提
出
し
え
な
い
限
り
、
.配

'^

費
女
.め
ぐ
る
論
帶
も
未
縣
決
'の
.ま
ま
遠
く
调
來
え
と
持
越
さ
れ
て
ゆ 

く
と
激
-想
せ
.ら
れ
各
0

:-
:へ
ぐ
：べ 
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.
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.
.
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.
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:
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、
、
: .
::
:

.

.

.

. 

.

'

 

' 

配
㈠
 

N
.  

T
.  

K
o

d
s
to

n
-

 r
'M

e
th

o
d

s

 

o
f  

E
B

C
iiy

 

A
n

a
ly

s
is

 

in

 

M
a

r
k

e
tin

g
s

 (
H

a
lr

v
l  u

n
iv

lit
y

 

L
i
b

r
l

 

I

V

.
f
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^
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ー
ヴ
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.ス
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%

加
：が

消
费
者
の
滿
，足

を

續

加

'3
せ
る
_
1
_つ
€>
逢
.で
あ
る
と
.と
に
つ
い
て
_は
有
藥
の
說
?̂
を
も
耍
1
:な>であろうス

ミ

ス
も

(
H
.

w .m
i
t
h
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r
, 
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e
l
i
b
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A
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c
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A
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o
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O
x
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r
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へ
 m

i
v
i
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t
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I
S
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9
S
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p. 

2
2
)

そ
あ
る
と
の
べ
て
い 

を
ャ
し
.か
1«
'
,消
費
素
が
サ
|-
;

ガ
：个
ズ
の
：̂

脱
を
拒
西
す
；る
揚
合
も
少
く
な
_い
0
例
え
ば
小
賣
- ^
0:
提
供
す
る
配
達
制
を
拒
否
し
^

.

.
C腿
-人
し
ょ
う
と
す
.る
。
こ
れ
■は
明
ら
.％
に
_ぞ
う
.す
る
£
と

：
が

一

-
卽

专
 

-

_が
-

^
彼
に
と
つ
て
最
も
著
し
穿
法
で
；あ

る

慧

舜

營

な

い

。
:1
>
'
,ーか
：.レ
^
 ̂

ス
は
そ
の
'最
f

t
.に 

,

o
い
て
で
い
ら
れ
て
い
?>
d 

I
撕
除
し
：
て
ぎ-入
'す
：る
こ
：と
も
麻
明
ら
か
に
不
合
理
.で
^

る
？
何
故
■な
.ら
ス
.5,
ス
の1

K

う
ょ
、う
に
、
煩
雜
さ
か
ら
の
解
放
が■ 

:

消

雪

を

覽

せ

し

め

：■

篆

、を
限
.
U礙

.の

.有
す
る
'條
暇
の
す
：'

t
v

を
：

一

言

わ

ず

ら

わ
-
い̂
こ
”と
人
き
要
い
る
質
物
の
5

産

す
匕
と
は
：

—»
.方
に
お
け
み
わ
ず
ら
^

ら
の
^

放
が
他
め
奪
れ
^

ょ
タ
で
う
め
合
れ
き
れ
て
レ
ま
う
こ
と
乂
^

る
，か
.ら
で
あ
:る
0
卽

ち

サ

ー

ヴM
ス
を
提
供 

•

す
る
こ
と
も
そ
れ
を
削
減
す
s'
こ
と
も
等
し
く
消
费
激
の
滿
足
を
增
大
せ
し
め
る
逯
で
あ
る
。
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樺
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太
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塞

ゅ

特

.定
0-
給
油
.所
^
#-
^ :
の
時
間
が
翻
»:
:
當
て
£>
.れ
'
そ
>
て
そ
れ
.以
外
.. 

に
は
ガ
ソ
リ
ン
を
腿
入
す
る
機
會
は
な
く
、
彼
が
ガ
ソ
リ
ン
を
辅
給
す
る
た
め
に
は
自
分
の
竑
ま
で
歸
ら
な
•
け
れ
ば
な
ら
.な
.い
で
あ
ろ
ヶ
J
O
し
か
し 

一/ 

方
反
對
の
場
合
は「

給
油
所
は
廣
く
各
地
に
分
散
し
て
和
P
如
何
な
るC

動
:^
も一

マ
ィ
ル
以
上
も
走
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
な
く
、
义
交
通
の
.

.

;«
.げ

し

：い
通p-
'
^
横
切
る
；必
要
も
な
，く
、
，.サ
..丨
.ヴ
ド
ス
を
.ぅ
け
，る..た
，め
..に
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；
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と
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つ
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以
上
の
四
つ
の
資
料
を
比
較
し
て
も
.そ
.の
^
架
に
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近

世

漁

村

の

人

口

に
.

つ

い
.
て

は

、
ー.
股

に

そ
.
の
_

動

が

激

し

か

つ

た

_と

考

え
ら
れ
て
、ヾ
る
。，

常
時
の
識
者

.

の
眼
.に
も
こ
の

事
は
か

な

々

の
..

程
度
に
映

.
：

：
'

じ

て

い

た

。
h

と
.

え

ば

、
'

佐

藤

信

荸

の
.や

や

誇

張

に

靡

ち

た

表

.現

で

は

あ

る

が

、r

不

臌

永

く

韈

き

、

且

つ

—

四

作

に

て
#

穀

の

ー

高

直

な

る

時

：は
、

.

.困

窮

.

.す

る

こ

と
極

め

て

^
し

く

、

老

若

男

女

桃

を
^

べ

そ

餓
^

^

、
/

ー
- #

人

烟

，
：

.
'を
絕
で
る
に
至
る
こ
と
往
々
に
あ
ヴ

.

て
、¥ -

此
を̂

1擊
せ
り
。」

：8)

と
曾

■
ぅ

が

如

き

は

そ

の
.
激

し

さ

を

想

像

ざ

ぜ

る

も

の

で

あ

る

。
.

し

か

レ

、>

で

：は

.：

.

そ

ひ

變

動

が

ど

の

锃

度

：で

爲

つ

た

の

：か

、

そ

の
！？
：

容

如

何

に
'

つ
い
て
の

.
具

.
，：

.趦
_

が

實

證

に

つ

い

て

は

未

だ

發

表

さ

れ

す

い

な

い

。
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持
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本
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業

資

撕

大

茶

第

四

卷

所

收

)
(

:<
}
:ザ
。

V

な
 

'が

こ

の
^

罄

は

：安

永

九

牢

信

调

の

父

猶

季

に
.；ょ

つ

て

書

か

れ

夂

^
.
ぐ

V

'

に

な

つ

て

/■
る
.
が
.
、
.
實
際
は

.
信

淵

.の
，.箸

書

：で

あ
.
ろ
.
ぅ

と

言
.‘ぅ

の

.，

^

ハ
，
、

'

泰

見

解
 K

 

あ'
^
:
:;
；'
ン 

:

近
世
に
お
け
る
一
漁
村
の
人
口
動
態

'，
.

.

し

が

し

漁

村

人

ロ

と

い

つ

で
^

そ

め

內

容

に

よ

つ

て

包

^

さ

れ

る

範
 

へ

■;
.
'圃

が

異

つ

て

來

る

の

：は

勿

論

で
I

。：

第

一
:

に

、

漁

村

の

如

く

季

節

醫
 

.

■'

働

が

要

求

令

れ

る

處

で

：

は
.

1

■
年

を

通

じ

て

の

人

口

は

不

定

セ
.
あ

ろ

う

。

卽

•

:

ぢ
、.
.漁
期
に
.は
附
近
.の
農
村
：や

又

は

一

邰

の

漁

对

か

ら

^

子
勞
働
力
が
入 

:

.

.
り

込

み

、

黾f

ば

植

期

が

終

れ

ば

顧

村

し

て

し

ま

う

。

又
逆
に
本
來
そ
の 

.

村
の
住
民
だ
0 .
‘た
.者
％「

漁
場
を
求
.め
て
出
て
.し
ま
う
。
：
第

ニ

に

、
數

年

數

. 

十

年

間

を-'
>

つ
て

み
た
場
八
ロ

、

信
季
.の
言
う
如
く
、
.
饑

雛

や

そ

の

他

の

天 

.災

が

興

え

：た

影

響

は

、
耕

作

地

•の
少
い
溆
村
に
と‘つ
て
農
村
以
上
に
•深
刻 

な
も
の
が
あ
.つ
，た

み

う

事

も

十

分

想

像

さ

れ

る

。
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:

し
'か
し
他
方
、
特
に
孤
立
的
な
漁
村
に
お
い
て
は
、
四
圍
の
開
け
た
農 

味i
i

比
し
、
，流
行
病
：に
よ
る
被
害
が
ら
免
れ
る
事
が
で
き
た
し
、
又
廻
船 

航
路
の
關
係
に
J:
-

つ
て
.は
、
非
合
法
讷
な
竽
段
I

に
.よ
つ
.て
で
は
あ
る 

に
せ
.よ
、：饑
饉
の
年
と
雖
も
主
食
類
の
購
入
が
奮
で
で
.も
あ
つ
'た
。
.商 

.品
作
物
の
な
い
.農
村
に
對
し
.
て
、...魚
償
さ
え
よ
け
，れ
ば
、
、
貨
幣
收
人
は
保 

證
さ
れ
て
：い
る
の

.4
;

勿
論
サ
あ
る
。
.是
等
の
諸
事
愦
は
漁
村
だ
か
ら
と
い 

つ
.て
良
ち
に
人
ロ
の
變
動
を
來
す
原
因
が
よ
ヴ
多
か
.つ
た
と
考
え
る
琪
を 

E-

省
さ
せ
る
も
の
'で
あ
る
。：
少
く
%

、
そ
の
年
間
の
變
励
は
さ
て
置
き
、

.
 

長
期
間
を
と
つ
て
み
允
場
合
、.
：1
0
に
農
村
に
比
し
て
動
き
が
よ
り
激
し

. 

:か
：つ̂

'
-

と
極
め
て
し
ま
う
の
：は

'-
¥
*
計
で
あ
ろ
.う
-0
-

'

.

'
: •

'
.

•'
,
.
.
へ(

眩
>
へ
た
と
.え
ば
^

无
保
：年
間
弋
志
摩
國
波
切
村
で
坐
.じ
た
溥
件
*
—

.

御

城

米

跑

船

：船

取

と

地

元

庄

犀

と

の

.結
託
に
よ
リ
、
.
雛
船
と
^
.つ
て
'.
- 

■:
'

.:
-
.# '
量
©-
^ ;
を
¥ ,
引
匕
^

是
が
餺
掘
し
；た
事
件
-
"
—
の
如
べ
、
城
米
輸 

「

••
;
.

资
に
^

い
て
す
：ら
密
寶
買'^
孰
め
ち
.れ
：备
以
上
、
商

人

間

の

納

，長
米


